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〈観光入り込み客数（実人数）の推移〉

計

宿泊客

日帰り客

道内客

道外客

4,839万人

98.0％

3,209万人

97.2％

4,813万人

99.5％

3,171万人

98.8％
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－

－

－

－

3,097万人

95.5％

721万人

98.1％

2,375万人

94.7％

2,669万人

95.2％

428万人

97.9％

735万人

101.8％

2,507万人

98.2％

2,804万人

100.0％

438万人

98.9％

1,424万人

94.1％

3,534万人

104.1％

4,309万人

101.4％

649万人

98.5％

753万人

102.0％

2,496万人

102.6％

2,806万人

102.4％

443万人

103.0％

1,514万人

102.5％

3,395万人

101.8％

4,250万人

101.7％

659万人

103.8％

738万人

97.5％

2,433万人

99.2％

2,741万人

98.6％

430万人

99.9％

1,477万人

99.1％

3,336万人

99.7％

4,178万人

99.3％

635万人

100.5％

757万人

98.7％

2,452万人

96.8％

2,779万人

97.0％

430万人

うち上期

０４年度

うち上期 うち上期 うち上期 うち上期

98.7％

1,491万人

99.5％

3,348万人

97.3％

4,207万人

97.7％

632万人

99.5％

０５年度 ０６年度 ０７年度 ０８年度
（上段：人数、下段：前年度比）

道 央
53.5%

釧路・根室
6.4%

道 北
18.0%

道 南
8.5%

十 勝
6.9%

オホーツク
6.7%

道 央
51.2%

道 南
16.3%

道 北
14.7%

オホーツク
6.4%

釧路・根室
6.1% 十 勝

5.2%

〈観光入り込み客数の多い市町村〉
順位 市町村名 入り込み客数 前年同期比

１９
１８
１７
１６
１５
１４
１３
１２
１１
１０
９
８
７
６
５
４
３
２
１

２０ 美瑛町 96万人 95.9％
中富良野町 106万人 106.0％
七飯町 107万人 91.5％
富良野市 108万人 90.1％
壮瞥町 113万人 89.0％
伊達市 114万人 126.8％
白老町 119万人 106.3％
砂川市 127万人 97.5％
上川町 136万人 90.9％
石狩市 172万人 127.1％
帯広市 173万人 105.7％
登別市 176万人 95.8％
釧路市 204万人 94.7％
洞爺湖町 211万人 96.1％
喜茂別町 231万人 101.7％
千歳市 272万人 78.1％
函館市 311万人 96.5％
小樽市 399万人 98.7％
旭川市 450万人 95.4％
札幌市 744万人 96.8％

〈宿泊客延べ数の多い市町村〉
順位 市町村名 宿泊客延べ数 前年同期比

１９
１８
１７
１６
１５
１４
１３
１２
１１
１０
９
８
７
６
５
４
３
２
１

２０ 留寿都村 112.4％
ニセコ町 96.8％
伊達市 114.7％
弟子屈町 103.9％
稚内市 96.3％
音更町 94.7％
網走市 77.4％
斜里町 89.5％
倶知安町 99.6％
富良野市 106.4％
北見市 94.3％
小樽市 97.9％
帯広市 91.6％
洞爺湖町 96.5％
旭川市 90.2％
上川町 92.1％
登別市 96.6％
釧路市 94.0％
函館市 103.8％
札幌市 527万人泊

262万人泊
70万人泊
64万人泊
46万人泊
45万人泊
42万人泊
42万人泊
41万人泊
38万人泊
38万人泊
37万人泊
32万人泊
30万人泊
27万人泊
27万人泊
25万人泊
21万人泊
21万人泊
18万人泊

101.3％

観 光 経 済 新 聞週 刊 （４）２００９年（平成２１年）３月１４日（土曜日）第２５０６号 第３種郵便物認可

北海道の観光入り込み客数・０８年度上期（道 経 済 部 観 光 の
くにづくり推進局まとめ）

北
海
道
経
済
部
観
光
の
く
に
づ
く
り
推
進
局
は
こ
の
ほ
ど
、
昨
年
度

上
期
（
０８
年
４
〜
９
月
）
の
道
内
へ
の
観
光
入
り
込
み
客
数
の
調
査
報

告
書
を
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
期
の
観
光
入
り
込
み
客
数
は

実
人
数
で
前
年
同
期
比
４
・
５
％
減
の
３
０
９
７
万
人
、
延
べ
人
数
で

同
４
・
５
％
減
の
８
６
７
４
万
人
だ
っ
た
。
道
で
は
、
「
夏
季
の
好
天

に
よ
る
海
水
浴
客
の
増
加
や
、
札
幌
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
初
め

て
開
催
さ
れ
た
『
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
２
０
０
８
』
（
９
月

１９
日
〜
１０
月
５
日
）
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
あ

っ
た
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
に
よ
る
ド
ラ
イ
ブ

観
光
の
出
控
え
に
よ
り
道
内
客
が
減
少
し
た
ほ
か
、
道
外
か
ら
の
航
空

路
線
の
減
便
や
機
材
の
縮
小
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
伴
う

警
備
に
対
す
る
敬
遠
、
さ
ら
に
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ
観

戦
に
よ
る
全
国
的
な
旅
行
の
出
控
え
が
あ
っ
た
」
と
、
客
数
減
の
要
因

を
分
析
し
て
い
る
。

年
度
上
期
で
観
光
入
り
込

み
客
数
（
実
人
数
）
が
減
少

す
る
の
は
２
年
連
続
。

道
外
・
道
内
客
別
に
み
る

と
、
道
外
客
は
４
２
８
万
人

で
、
前
年
同
期
比
２
・
１
％

減
。
道
内
客
は
２
６
６
９
万

人
で
、
同
４
・
８
％
減
。
両

者
の
構
成
比
は
道
外
客
１３
・

８
％
、
道
内
客
８６
・
２
％
。

日
帰
り
・
宿
泊
客
別
で
は
、

日
帰
り
客
は
２
３
７
５
万
人

で
、
同
５
・
３
％
減
。
宿
泊

客
は
７
２
１
万
人
で
、
同
１

・
９
％
減
。
両
者
の
構
成
比

は
、
日
帰
り
客
７６
・
７
％
、

宿
泊
客
２３
・
３
％
。

季
節
別
で
は
、
春
季
（
４

〜
５
月
）が
同
２
・
１
％
減
、

夏
季
（
６
〜
９
月
）
が
同
５

・
２
％
減
だ
っ
た
。

交
通
機
関
別
で
は
、
航
空

機
が
３
６
０
万
人
で
、
同
２

・
４
％
減
。
フ
ェ
リ
ー
が
４１

万
人
で
、
同
２
・
５
％
増
、

鉄
道
が
２７
万
人
で
、
同
３
・

６
％
減
。

外
国
人
は
１０
・
８
％
増

訪
日
外
国
人
来
道
者
数
は

３７
万
７
３
５
０
人
で
、
同
１０

・
８
％
増
。
「
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
や
民

間
事
業
者
、
関
係
団
体
な
ど

と
一
体
と
な
っ
た
海
外
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に

よ
り
、
前
年
同
期
に
比
べ
増

加
し
た
」
。

来
道
者
を
国
・
地
域
別
に

み
る
と
、
主
要
市
場
の
ア
ジ

ア
か
ら
が
３４
万
６
２
５
０
人

で
、
同
７
・
８
％
増
。
こ
の

う
ち
台
湾
が
１３
万
３
千
人

（
同
６
・
５
％
減
）
と
最
も

多
く
、
以
下
、
韓
国
９
万
６

２
０
０
人
（
同
２
・
０
％

増
）
、
香
港
６
万
８
９
５
０

人
（
同
２９
・
７
％
増
）
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
１
万
９
５
５
０

人
（
同
３０
・
３
％
増
）
、
中

国
１
万
８
９
５
０
人
（
同
７７

・
９
％
増
）
。

国
・
地
域
別
の
動
向
は
次

の
通
り
。

【
台
湾
】
北
海
道
人
気
は

根
強
い
も
の
が
あ
る
が
、
立

山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
に

代
表
さ
れ
る
中
部
地
方
や
沖

縄
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
の

再
開
な
ど
国
内
他
地
域
の
人

気
の
高
ま
り
や
、
燃
油
価
格

の
高
騰
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
や
や
減
少
し
た
。

【
韓
国
】
為
替
相
場
が
円

安
基
調
で
推
移
し
た
こ
と
、

温
泉
や
ゴ
ル
フ
人
気
が
依
然

高
い
こ
と
、
新
千
歳
、
旭
川
、

女
満
別
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便

が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
増
加

し
た
。９
月
に
は
ウ
ォ
ン
安
、

株
安
の
影
響
が
出
て
き
て
い

る
。【

香
港
】
好
調
な
香
港
経

済
を
背
景
に
、
レ
ン
タ
カ
ー

な
ど
を
利
用
し
た
旅
行
へ
の

関
心
の
高
ま
り
や
、
チ
ャ
ー

タ
ー
便
が
多
数
運
航
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
大
幅
に
増
加
し

た
。

【
中
国
】
北
海
道
の
自
然

や
温
泉
へ
の
人
気
が
高
く
、

東
京
・
大
阪
間
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ル
ー
ト
に
次
ぐ
人
気
の
観

光
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
大
幅
に
増
加
し
た
。

【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
】
レ
ン

タ
カ
ー
や
鉄
道
を
利
用
し
た

旅
行
へ
の
関
心
が
高
く
、
北

海
道
人
気
が
継
続
し
て
い
る

こ
と
か
ら
増
加
し
た
。

宿泊客１．９％減
日帰り客５．３％減

延
べ
人
数
と
は
、
各
市
町

村
の
観
光
入
り
込
み
客
数
を

集
計
し
た
人
数
で
、
市
町
村

の
実
人
数
の
単
純
合
計
。

道
外
・
道
内
客
別
で
は
、

道
外
客
は
２
８
１
３
万
人
で

同
４
・
５
％
減
。
道
内
客
は

５
８
６
１
万
人
で
、
同
４
・

６
％
減
。両
者
の
構
成
比
は
、

道
外
客
３２
・
４
％
、
道
内
客

６７
・
６
％
。

日
帰
り
・
宿
泊
客
別
で
は
、

日
帰
り
客
は
７
１
５
１
万
人

で
、
同
４
・
８
％
減
。
宿
泊

客
は
１
５
２
３
万
人
で
、
同

３
・
４
％
減
。
両
者
の
構
成

比
は
、日
帰
り
客
８２
・
４
％
、

宿
泊
客
１７
・
６
％
。

月
別
で
は
８
月
が
最
も
多

く
、
全
体
の
２４
・
０
％
を
占

め
る
。
次
い
で
７
月
の
２０
・

４
％
、
９
月
の
１７
・
２
％
。

前
年
同
期
比
で
は
す
べ
て
の

月
で
減
少
し
た
。
季
節
別
で

は
春
季
が
同
２
・
６
％
減
、

夏
季
が
同
５
・
１
％
減
。

観
光
入
り
込
み
客
数
を
圏

域
別
で
み
る
と
、
十
勝
圏
が

同
１
・
３
％
増
加
し
た
以
外

は
、
す
べ
て
減
少
し
た
。
宿

泊
客
延
べ
数
は
道
南
圏
が
同

２
・
２
％
、
道
央
圏
が
同
０

・
９
％
増
加
し
た
が
、
そ
の

他
の
圏
域
は
減
少
し
た
。

各
圏
域
の
動
向
は
次
の
通

り
。

【
道
央
】
夏
季
の
好
天
に

よ
る
海
水
浴
客
の
増
加
（
石

狩
市
）
や
道
の
駅
み
な
と
ま

〜
れ
寿
都
の
オ
ー
プ
ン
、
地

元
食
材
の
開
発
（
白
老
町
）

な
ど
に
よ
り
一
部
増
加
し
た

市
町
村
も
み
ら
れ
た
も
の

の
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰

に
よ
る
ド
ラ
イ
ブ
観
光
の
出

控
え
に
よ
り
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
・
レ
ラ
（
千
歳
市
）

の
買
物
客
が
大
き
く
減
少
す

る
な
ど
、
道
内
客
が
大
幅
に

減
少
し
た
。

さ
ら
に
、
道
外
か
ら
の
航

空
路
線
の
減
便
や
機
材
の
縮

小
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
開
催
に
伴
う
警
備
に
対
す

る
敬
遠
な
ど
の
影
響
に
よ
り

道
外
客
も
減
少
し
、
全
体
で

も
減
少
と
な
っ
た
。

【
道
北
】
道
の
駅
も
ち
米

の
里
な
よ
ろ
の
オ
ー
プ
ン
、

道
立
公
園
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー

ク
の
開
園
（
名
寄
市
）
や
道

東
道
ト
マ
ム
〜
十
勝
清
水
間

の
開
通
（
占
冠
村
）
に
よ
る

増
加
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、

旭
山
動
物
園
（
旭
川
市
）
の

入
園
者
数
が
減
少
し
た
こ
と

に
よ
り
周
辺
市
町
村
で
も
減

少
し
た
ほ
か
、
ガ
ソ
リ
ン
価

格
高
騰
の
影
響
を
受
け
減
少

し
た
。

【
道
南
】
平
成
１９
年
９
月

に
は
高
速
フ
ェ
リ
ー
「
ナ
ッ

チ
ャ
ン
Ｒ
ｅ
ｒ
ａ
」に
続
き
、

平
成
２０
年
５
月
に
は
「
ナ
ッ

チ
ャ
ン
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
」
の
就

航
な
ど
増
加
要
因
も
あ
っ
た

が
、
桜
の
開
花
が
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
早
い

時
期
に
終
了
し
た
こ
と
や
ガ

ソ
リ
ン
価
格
高
騰
の
影
響
を

受
け
大
幅
に
減
少
し
た
。

【
十
勝
】
中
札
内
村
の
花

畑
牧
場
の「
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
」

人
気
の
高
ま
り
や
、
機
関
車

を
実
際
に
運
転
で
き
る
「
ふ

る
さ
と
銀
河
線
り
く
べ
つ
鉄

道
」が
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、

鉄
道
フ
ァ
ン
が
多
く
訪
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て

や
や
増
加
し
た
。

【
オ
ホ
ー
ツ
ク
】
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
時
期
の
芝
桜

（
大
空
町
、
滝
上
町
）
や
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
（
上
湧
別
町
）

が
順
調
に
開
花
す
る
な
ど
増

加
要
因
も
あ
っ
た
が
、
知
床

の
世
界
自
然
遺
産
効
果
が
薄

れ
て
き
た
こ
と
や
ガ
ソ
リ
ン

価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
大

幅
に
減
少
し
た
。

【
釧
路
・
根
室
】
道
外
か

ら
の
団
体
観
光
客
の
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
る
こ
と
や
、

ガ
ソ
リ
ン
価
格
高
騰
の
影
響

を
受
け
大
幅
に
減
少
し
た
。

市
町
村
は
札
幌
が
最
多

市
町
村
別
で
み
る
と
、
札

幌
市
が
７
４
４
万
人
（
前
年

同
期
比
３
・
２
％
減
）
で
最

も
多
く
、以
下
、旭
川
市
４
５

０
万
人（
同
４
・
６
％
減
）、

小
樽
市
３
９
９
万
人
（
１
・

３
％
減
）
の
順
。

宿
泊
客
延
べ
数
で
は
、
札

幌
市
が
５
２
７
万
人
泊
（
同

１
・
３
％
増
）で
最
も
多
く
、

以
下
、
函
館
市
２
６
２
万
人

泊
（
同
３
・
８
％
増
）
、
釧

路
市
７０
万
人
泊
（
同
６
・
０

％
減
）
の
順
。

外
国
人
は
台
湾
最
多

訪
日
外
国
人
来
道
宿
泊
者

数
の
延
べ
人
数
は
１
０
８
万

１
３
１
１
人
泊
で
、
前
年
同

期
比
１４
・
５
％
増
だ
っ
た
。

国
・
地
域
別
で
は
台
湾
が
４０

万
９
８
７
８
人
泊
（
同
９
・

０
％
減
）
で
最
も
多
く
、
以

下
、
香
港
２１
万
３
７
５
９
人

泊
（
同
３２
・
６
％
増
）
、
韓

国
１９
万
２
６
５
９
人
泊
（
同

２０
・
６
％
増
）
。

月
別
で
は
、
７
月
が
最
も

多
く
、
全
体
の
２６
・
５
％
を

占
め
る
。
次
い
で
、
８
月
の

２１
・
５
％
、
６
月
の
１５
・
５

％
。
４
月
を
除
き
、
す
べ
て

の
月
で
、
前
年
同
期
を
上
回

っ
た
。

季
節
別
で
は
春
季
が
同
１１

・
１
％
増
、
夏
季
が
同
１５
・

６
％
増
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し

た
。圏

域
別
で
は
、
す
べ
て
の

圏
域
で
前
年
同
期
比
増
加
し

た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
が
同
６３

・
７
％
増
と
最
も
多
く
、
次

い
で
道
北
圏
２１
・
１
％
増
、

釧
路
・
根
室
１７
・
７
％
増
の

順
。市

町
村
別
で
は
、
有
名
温

泉
地
を
抱
え
る
市
町
村
が
上

位
を
占
め
て
い
る
。
札
幌
市

が
４５
万
５
４
５
１
人
泊
（
同

１５
・
１
％
増
）と
最
も
多
く
、

以
下
、
登
別
市
１３
万
２
２
０

８
人
泊（
同
２５
・
０
％
増
）、

上
川
町
５
万
５
８
９
３
人
泊

（
同
１１
・
３
％
増
）
、
洞
爺

湖
町
５
万
４
０
８
３
人
泊

（
同
１
・
１
％
減
）
、
壮
瞥

町
３
万
８
９
５
４
人
泊
（
同

１５
・
９
％
減
）

の
順
で

多
い
。

宿
泊
客
は
道
南
・
道
央
除
き
減
少


